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序

社会生活の変化と共に「物の豊かさ」から「心

の豊かさ」が求められる今日、 文化財は現代人の

心の糧として欠くことのできぬ、 貴重な国民的財

産であると考えます。

特に埋蔵文化財は、 直接大地に刻み込まれた歴

史であり、 当時の物質文化のみならず信仰 ・ 宗教

等の精神史など、 文化の始源をも内包する基準資

料であり、 埋蔵文化財そのものが歴史 ・ 文化を考

えるうえでの実証者といえましょう。

このたび、 長野市稲里中央土地区画整理事業に

伴い、 上九反遺跡の発掘調査を実施いたしました。

事業予定地周辺ではこれまでに埋蔵文化財の包

蔵が希薄な地域と考えられておりましたが、 今回

の発掘調査で新たな埋蔵文化財包蔵地の発見に至

り、 地域史の再考に重要な知見を提供したものと

考えられます。

本書はその成果を要約し、 長野市の埋蔵文化財

第85集として報告するものです。 この報告書が地

域古代史の解明や文化財保護の一助として、 学術

的に関係各方面に広くご活用頂ければ幸いに存じ

ます。

最後に発掘調査から報告書刊行にいたるまで公

私にわたり多大なご援助• ご指導を賜りました稲

里中央土地区画整理組合をはじめ、 関係諸機関な

らびに各位に心からお礼申し上げます。

平成9年3月

長野市教育委員会 教育長 滝;j翠 忠、男



例 戸

1 本書は、 「稲里中央土地区画整理事業」に伴い実施した、 長野市稲里町字上九反、 川中島町字中氷鉤 はか

に所在する「上九反遺跡」（長野市遺跡台帳番号H- 008)の発掘調査報告書である。

2 調査は、 長野市稲里中央土地区画整理組合理事長と長野市長との間に締結された埋蔵文化財発掘調査委託受

託契約に基づき、 長野市教育委員会が担当し、 長野市埋蔵文化財センタ ーが実施した。

3 調査は、 平成6年度. 7年度に現地調査を、 平成8年度に整理作業を実施した。

4 調査面積は1,432m'である。 なお、 年次別内訳は本文中に記した。

5 現地調査は矢口忠良の指導の下 、 平成6年度調査を風間栄一、 笠井敦子が、 また、 平成7年度調査は千野浩 、

清水武、 堀内健次、 藤田隆之かあたった。 調査参加者については、 本文中に示した。

6 遺構実ilill固は（株）写真測図研究所が開発したコ ー ディックシステムを援用するため同社に委託し、 1 /2 0 

の縮尺で基本図を作成した。 本書掲載図は 1/80で統一している。 ただし、 個別詳細図等はこの限りではなく 、

適宜縮尺を明示している。

7 出土遺物は、 基本的に 1/ 4 以上残存している個体を実測し、 縮尺1/ 4 で統一し、 掲載している。

なお、 出土した土器 の断面 は基本的に土師器 を白抜き、 須恵器 を塗りつぶしている。 また、 黒色処理は網掛

けで表現している。

9 本書作成に係る各作業は調査員が分担して行った。 なお、 遺物の実測については、 調査員に加え中殿章子が

あたった。

10 各図の浄書は、 全体屈を西沢真弓 、 遺構図を青木善子、 遺物実測図を風間が行った。

11 現地における遺構写真は各年次の調査員が、 出土遺物は風間が撮影した。

12 遺構番号は調査年次ごとに付されているため、 一貫した通し番号となっていない。 さらに、 注記を調査時の

番号にて実施したため 、 遺構番号の整理はかえって混乱の原因となるため実施しなかった。 なお、 重複した遺

構番号があるため、 地区名を関して遺構番号とする。

13 本書の執筆ならびに編集は、 矢口の指導の下 、 調査担当者の協力を得て、 風間が行った。

14 調査で得られた資料は、 長野市教育委員会（長野市埋蔵文化財センタ ー）が保管している。
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I 調査経過

1 調査に至る経過

本書報告の上九反遺跡が位置する稲里町田牧 、 川中島町中氷鉤は近年、 宅地開発が進み 、 一大住宅地となって

大きく変貌をとげている。 また、 長野オリンピック開催に伴って国道19号線長野南バイパスが当該地を横断する

かたちで新規着工されることとなり、 土地区画整理事業が本格化する運びとなった。

事業予定地は、 これ までに埋蔵文化財の包蔵こそ知られてはいなかったものの、 平成4年度に調査を実施した

田牧居帰遺跡の近接地であるため事前調査の必要性を認め、 長野市稲里中央土地区画整理組合と協議を実施した。

協議結果に基づき、 組合理事長の依頼を受けて平成5年 3 月29日 ・ 30日の 2 日間にわたり確認調査を実施した。

事業予定地内の任意の地点30ヶ所を選定し、 このうち、 予定地南端部試掘坑において埋蔵文化財の包蔵を確認し

た。 また、 予定地東側においても部分的に包蔵の可能性を認め、 発掘調査ならぴにさらなる詳細分布調査の実施

が必要となった。

本体工事計画に甚づき協議を重ねた結果 、 現地発掘調査を平成6年度. 7年度に発注部分のうち埋蔵文化財包

蔵地域をそれぞれ対象に行い、 平成8年度に整理作業を実施することとなった。

なお、 本遺跡は当事業に伴い新たに発見され、 包蔵を確認した試掘坑が位置する小字名をとって「上九反（か

み〈たん）逍跡」 を呼称することとした。 長野市遺跡台帳番号は「H-008」 である。

2 発掘調査の経過

発掘調査は本体工事の発注に合わせ、 平成6年度に工事車両の進入口となる主要幹線部分を、 また、 平成7年

度はその他の残りの部分を対象として実施した。

平成6年度は、 南北に併行する幹線部分を調査対象地とし、 東側を A区、 西側をB区と呼称した。 平成7年1

月 9日に調査に箔手し、 A区より順次調査を実施した。 前述したように、 当遺跡は新発見遺跡のため 、 遺跡範囲

がつかめておらず、 確認調査によって包蔵が確認された地点付近 から、 北側ならびに東側へと包含層を追いかけ

て、 表土掘削作業を実施した。 この結果、 北側においては当初の予測どおりであったか、 東側は遺跡範囲が広が

ることがわかり、 包含層の途切れる部分 まで調査区を拡張することとなった。 調査実施期間が冬季であったため、

降雪によって作業を中断せざるを得ない日が続いたが、 検 出遺構数は予想を下回り、 2 月 9 日にすべての作業を

終了し、 撤収した。 実質稼働日数は14日である。

平成7年度は、 平成6年度調査実施地点の南側部分(C区）を対象として、 10月11日に着手した。 平成6年度

調査のB区の西側併行部より表土掘削を実施したが、 包含層の存在は認められず、 試掘坑を設定して包蔵状況の

確認に努め、 遺構の存在が確認された部分について10月13日より調壺に殖手した。 調査は西から東へと順次進め、

12月19日に現地におけるすべての作業を終了し、 撤収した。 実質稼働日数は39日である。

平成8年度は、 4月15日より調査記録（図面・写真等）および出土遺物の整理作業に箔手した。 各作業を順次

すすめ、 本書刊行に至っている。 なお、 年次別調査面積は以下のとおりである。

平 成 6 年 度 調査対象地点 A · B区 調査面積 400m' 

平 成 7 年 度 調査対象地点 C区 調査面積 1 , 032m' 

平 成 8 年 度 整理作業

合 計 調査総面積 1 , 432m' 
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3 調査体制
発掘調査は長野市長と長野市稲里中央土地区画整理組合理事長との委託受託契約に基づき、 長野市教育委員会

の受託事業として 、 長野市埋蔵文化財センタ ーが担当、 実施した。

調査体制は以下のとおりである。

調査委託者 長野市稲里中央土地区画整理組合 理事長 大野 栄 (6年度）

調査主体者

調 査機関

塩野入福栄 ( 7·8年度）

長野市教育委員会 滝澤忠男

長野市埋蔵文化財センタ ー

教育長

所 長 荒井和雄 (6年度）

丸田修三 ( 7·8年度）

主 幹 鈴木貞夫 (6年度）

庶務係 所長補佐 山中武徳 (6年度）

小林重夫 ( 7·8年度）

事務職貝 青木厚子

調査係 所長補佐 矢口忠良

主 査 青木和明

主 査 千野 浩

主 事 飯島哲也

主 事 風間栄一

主 事 小林和子

専門主事 太田重成(6年度）

専門主事 清水 武

専 門 貝 中殿章子

専門員 山田美弥子

専門貝 寺島孝典 (6· 7年度）

専門員 西沢真弓

専門員 小野由美子

専門貝 堀内健次 ( 7·8年度）

専門員 藤田隆之 ( 7·8年度）

専門員 勝田智紀 (8年度）

専門員 小林 まゆ佳 (8年度）

専 門 員 笠井敦子 (6年度）

調査貝 青木善子 (8年度）

専門員 宮川明美 (8年度）

発掘調査参加者 青木ウメ 青木志げ子 赤尾のり子 大田米子 大屋和代 大屋辰子 大屋洋子

北澤みのり 小林智恵子 塚田 栄 塚田春子 富田弥子 馬場静江 馬場秀子

馬場信一 馬場文子 馬場季子 馬場富美子 松坂あい子 松坂美与子 松橋茂子

松橋永子 山口朝子 若林修子 若林登与子 若林洋子

整理作業参加者 倉島敬子 塚田容子 徳成奈於子 西尾千枝 向山純子 松澤ナオエ

遺構測最委託 株式会社写真測図研究所 代表取締役 杉本幸治

重機掘削業務 松代建設工業株式会社 代表取締役 湯本正衛 （平成6年度）

北信土建株式会社 代表取締役 野澤柳一郎 （平成 7年度）

調査の実施にあたって、 稲里中央土地区画整理組合には、 多大なご理解とご協力を得た。 特に、 作業員募集に

ついては組合に一任し、 非常に多くの方の参加を得ることかできた。 また、 工事請負業者である、 松代建設工業

株式会社ならびに北信土建株式会社には、 調査の進捗状況に応じて、 工事工程の柔軟な対応をしていただいた。

現地作業に関わった作業員ほか、 関係各位の協力かあったことを明記し、 感謝申し上げる。
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II J: 九反遺跡の位置

北アルプスに水源を発する犀川は山地地形にV字谷を刻みながら東流し、 犀口に至って一気に善光寺平へと流

れ込む。 上九反遺跡が立地する川中島扇状地は、 この一気に開放された強力な河川堆積作用によって形成された

巨大な扇状地地形である。 犀口より盆地内へと流れ込んだ犀川は幾筋にも別れ、 東側にて北流する千曲川へと流

れ落ちる。 川中島の地名が示すとおり、 まさにこの扇状地は束に千曲川を控え、 犀川が乱流する地形であったの

であろう。 当調査によっても広範な河川堆積の痕跡が確認でき、 乱流する河川との共存を果たした古代人の足跡

をみることができる。

川中島扇状地における遺跡の分布状況は、 古墳時代が主となる田中沖遺跡、 平安時代が主となる棗河原遺跡 、

同じく平安期の密集する集落、 南宮遺跡と扇端部に主として認められる。 この三遺跡ともに遺構密集度が非常に

高い集落域である点に共通項をみることができる。 現在その所在が千曲川河川敷である散布地、 花立遺跡を除く

と、 明確に遺跡の形成が確認できるのは、 田中沖遺跡における古墳時代中期である。 集落形成が活発になるのは

古墳時代後期と平安時代であり、 その二時期に密集した集落域が形成されている。

一方、 上九反遺跡は扇央部に選地しており、 前記した遺跡群とは立地を異にする。 平成 4年に発掘調査が実施

された田牧 居帰遺跡によって遺跡の存在が明確となった地域である。 田牧 居帰遺跡は平安時代集落域で、 瓦塔片

や陶硯等の出土より、 集落の性格が注目されている。 今回 、 調査報告する上九反遺跡も古墳時代後期と平安時代

に形成された集落域であり、 扇状地内において人的活動の痕跡が追える時期に合致している。

第1図 位置固(1 : 25, 000) 

-3-



III 調査概要

1 平成 5 年度確認調査 （ 試掘） の概要

゜

゜

゜

゜

O o  

゜
゜

゜
゜

゜ ゜゜ ゜
゜゜
゜

平成 5年 3 月 29 · 30日に実施した確認調査（試

掘） は、 事業予定地全域を対象とし 、 掘削の条件

にみあう任意の30地点を選定し、 試掘坑掘削を実

施した。 試掘坑壁面 における土層観察によると、

第26地点 （図 中 ● 地点） においてのみ 、 包含層の

存在ならびに土器 小 片の出土がみられ、 埋蔵文化

財包蔵が確認 さ れた。 これより北側にあたる第 1

～ 第22地点は強粘土層や砂 （ 礫） 層を主体とした

土層堆積が観察され、 埋蔵文化財包蔵の可能性は

希薄と判 断 さ れた。 また、 東側の第23 -25地点 、

西側の第2 7 · 28地点においても包含層の存在は確
第 2 図 確認調査試掘坑位笛概念図

゜

認 さ れず、 包蔵が確認 さ れた第2 6地点から南側にかけての狭 い 範囲に包蔵の可能性が高いとの所 見を得た。

いずれの試掘坑においても現地表下100 -130cmで砂礫を主体とする基盤層を、 さ らに上部に強粘土陪や砂層等、

直接的な河川の堆租作用による土層を確認したが、 包含層の存在を確認した第26地点付近 においてのみ、 こうし

た土層の堆積は明確でない。 この堆積土層の相違は現地形観察による微高地地形が完全でないにせよ、 古代に遡

る可能性を示唆するとみられ、 旧犀川流路に面 した微高地上に集落遺跡が展開する可能性が把握された。

第 3 図 調査地点位置図
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2 平成 6 年度発掘調査の概要
平成6年度は、 A区、 B区の二地区で、 竪穴住居 13軒、 土坑 4 基、 溝10条、 ピッ ト群の調査を実施した。

古墳時代後期竪穴住居 7 軒はすべて 主軸を北西方向に向け、 確認できた カ マ ドもすべて北西に位置して いる。

重複関係も認められず 、 極めて 散在的なあ り 方を示して いる。 住居 構造に関し て は、 いずれの住居 においても柱

穴の存在が極めて 不明 瞭な点があげられる。 また、 床面も全体的に脆弱 である。

平安時代の遺構として は、 竪穴住居 2 軒 、 溝 3 条が検 出されたにす ぎない。 しかしながら、 当調査区内で唯一

重複関係を有するA区のSB 6 (平安時代） とSB 7 (古墳時代） では、 後世のSB 6 の掘り込みがS B 7 床面

ま で達していない。 また、 遺構が存在しない空 白 期間が認められることから、 古墳時代後期以降に活発な土壌堆

柏があったものと考えられ、 耕作等の影響によ っ て 失われた遺構が存在したものと考えられる。 検出面 出土遺物

として図示した灰釉陶器 の存在もそれを裏付けるものとできよう。

さて、 A区SB 8 ならびにB区SB 9 以北では、 表土直下に砂礫層が存在し、

また、 包含層か途切れることを確認した。 砂礫層は川 原石を主体としてお り 、 比 � 

較的厚〈堆積する。 犀川 旧 流路の一部とみられ．、 こ れよ り 北側には遺構の展開は 第 5 図 A · B 地区検出面出土

な〈、 北限と捉えられる。 また 、 A区SB 5 以東においても、 包含層の途切れが
土器実測 図 ( 1 : 4 )  

認められ、 地形変換として 束限の一端をしめすものと判断できる。

写真 l 調査風景 写真 2 B 区全景

出 土遺物
地区 遺構 時代 価

土器 そ の他

A S B 1  古培時代 土師器
A S B 2  平安時代 土師器 須恵器
A S 8 3  古項時代 土師器
A S B 4  古培時代 須恵器横瓶片 S B 3 上に 孤複す る が 、 形態等不明
A S B 5  古坑時代 土師器 須恵器
A S B 6  平安時代 土師器
A S B 7  古柑時代 土師器 須恵器 土器群は床而上か ら 一括出土
A S B S  古坑時代か 土師器小片
A S D 1  平安時代か
A S 0 2  平安時代 土師器
A S D 3  平安時代か
A S D 4  平安時代か
A S K 2  平安時代か
B S B 9  古培時代 土師器片
B S B 10 古り1時代か
B S B l l 平安時代 土師器
B S B l 2 古瑣時代か 土師器甕片
B S B 13 古柑時代か
B S K 4  不明

第1 表 平 成 6 年度調査区逍構一覧表
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3 平成 7 年度発掘調査の概要
平成 7年度は平成6年度調査区の南側部分を対象に発掘調査を実施した 。 調査対象地は、 平成5年度に実施し

た確認調査（試掘）において試掘坑が設定 さ れていない不 明 瞭 な部分を含む ため、 表土掘削作業は包含層を追い

かける形で実施し た 。 調査は北側より着手した が、 当 初、 遺構の存在がみとめられ なか っ たことより、 試掘坑を

掘削し、 遺跡範囲の把握に努めた。 遺構は、 平成6年度に調査を実施した B区付近 より分布が認められるように

なり、 ここより順次東側に掘削範囲を拡大した。 調査区東端部付近 では包含層が極めて薄〈 なり、 A区東端部同

様に地形変換点にあたるものと考えられた。 この結果、 上九反遺跡は当初の予測を大きく 越えた範囲に展開し、

特に南側では調査対象地外 ま で広がっていることが確実と な っ た。

検 出 さ れ た遺構は古墳時代後期 • 奈良時代 • 平安時代の竪穴住

居 12軒 、 土坑14基、 溝14条 で、 このほか多数のピッ ト を調査した 。

竪穴住居 跡は古墳時代後期を主体として調査区中央東寄りに固 ま

っ て分布する。 この住居 の密集分布は地形との関連性が考えられ、

狭い微高地が A · B区を北端として、 南東方向に延びていた もの

と考えられる。 溝跡は平安時代を主体とする。 住居 がほとんど な

いことからは、 別地点にある集落の縁辺部に当た るものと考えら

れる。

地区

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

��ff# 

� 

遺構 時代
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S B 6  古墳時代
S B 7  古墳時代
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S B 10 古墳時代
S B 12 古培時代
S D I 古培時代
S D 2  平安時代
S D 3  平安時代
S D 4  古坑時代
S D 7 奈良時代
S 0 9  古墳時代
S D ll 平安時代
S 0 12 古墳時代
S D 14 平安時代
S K lO 奈良時代
S K l 4  奈良時代

�� 

rn 
第 7 図 C 区検出面 出土土器実測図 (1 : 4) 

出 土遺物

土器 そ の他

土師器 須恵器

土師器

土師器 須恵器 鉄製紡錘車 l 軽石錘 l

須 恵 器

紡錘車 （石製 1 土製 1 )

土師器 須恵器 鉄鎌 1 砥石 l

土師器 須恵器

鉄鎌 1

土師器 須 恵 器 土鈴 l

土師器 須恵器

土師器

土師器

土師器 須 恵器

土師器 須恵器

土師器 須恵器

土師器 須恵器

土師器 須恵器

土師器

土師器

士師器

土師器 須恵器

土師器 須 恵 器 鉄斧 l

第 2 表 平 成 7 年度調査区遺構一腐表
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写真 3 調査風景

備 考

須 恵 器 l は 狡土上］習 出 土 、 混入品

提書土器あ り
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N 調査結果

1 古墳時代

A 区 1 号住居跡

調壺 A 区 の 中 央部 際 に て 検 出 さ れ た 。 長辺約 4 m 、 短 辺 約 1 . 2 m を

測 る が北 な ら びに 西側 の 大 半 が調査 区外 と な る た め 、 形 態 ・ 規模 と も

明確に し え な い。 床 而 は 全体に 脆 弱 であ り 、 西壁際付近 で わ ず か に 硬

化面が確認 で き た程度であ る 。 ピ ッ ト は 5 カ 所検出 さ れ て い る が、 P

1 · P 2 が他 に 比べ て 深 く 、 柱穴 に 該 当 す る と 判 断 さ れ る 。 カ マ ド 等

は 検出 さ れ て お ら ず 、 調査区外に 存在す る も の と 考 え ら れ る 。

遺物は 裂土 中 よ り 土師器の 出 土が あ る 。 床面直上付近 か ら の 出 土か

最 も 多 か っ た が、 大 半 の も の が細 片 と 化 し 、 残存状況は 良 く な い。 出

土遺物 は 小 形甕お よ び杯の は か に 、 甕 ． 杯 • 高杯 な ど の破片 が認め ら

れ る も の の 、 最的 に は さ は ど 多 く は な い。 一部 、 平安時代 に 該 当 す る

土 器 の 出 土がみ ら れ る が 、 古墳時代後期の 土師器が主体 を な し 、 当 住

居跡の存在時期 を 示す も の と 判 断 さ れ る 。

o
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£
 

第 9 偲 A 区 S B 1 実測 固 ( 1 : 80) 

□ 

2
 

。 20cm 

写真 4 A 区 S B 1

I 
法 駆p 

番号 I 器 種 I ロ 径
胎土の特徴

底径 器高
1 

I
土師器 杯 12 6 9 . 6  4 .  4 砂粒 を含む

2 土師器 甕 1 3 . 2  6 12 . 2  砂粒 を 多 く 含む

第10図 A 区 S B 1 出 土土器実測図 ( 1 : 4 )  

成形 ・ 調整 · 形態の特徴 I 出土岡位

外而 ： ナデ 内而 ： ミ ガ キ 黒色処理 殺土
内外面 ： ナ デ I 覆土

第 3 表 A 区 S B 1 出 土土器観察表
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A 区 3 号住居跡

調査A 地区の南端部で検 出さ

れた。 南西角部は調査区外 と な

るが、 大半を調査 し え た と 判 断

できる。

一辺約 4 m を測る不整方形を

呈する。 床面は焼土お よ び炭の

分布範囲の南側を中心に床が確

認 できたが、 壁 際 ま では貼 ら れ

てお ら ず、 全体的に脆弱 である。

柱穴は検 出されなかっ た。 カ マ

ド は北壁中央部 よ り 北に 煙道が

延 ぴているため存在は疑い え な

いが、 焼土の分布が認め ら れる

のみ で、 完全に 破壊された と 考

え ら れる。 袖部石材の抜き取 り

痕跡等 も 認め ら れない。

遺物はカ マ ド付近 と できる焼

土分布範囲の東側を中心に床面

上か ら 土師器 が 出土している。

出土遺物は図示し え た も の と

して土師器 甕 ． 甑 • 高杯 ・ 杯が

IT? 
4

 

□ 

冑／ ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／｀

第11図 A 区 S B 3 実測 図 (1 : 80) 

:□二／

0
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356 . 00 
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3
 

□ 7 2b ) KL- . 
第12図 A 区 S B 3 出 土土器実測図 (1 : 4 )  
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ある。 こ のはか、 さ らに土師器 甕等の破片が認

められる。 いずれも古墳時代後期の所産と判 断

さ れる。

なお、 当住居 跡南西隅部の土坑付近 を中心に 、

一部裂土が微妙に異なる部分を確認し、 別遺構

の存在を予測 して検 出に努めた。 壁際付近 よ り

南西方向の調査区外へと延びる遺構 （ 第13図 卜

ーン部） の存在を確認し、 4 号住居跡と し て調

査を行 っ た。 しかし、 明 確 な掘り込みや壁面の

確認はできず、 規模 • 形態ともに把握でき なか

っ た。

出土遺物は4 号住居 想定範囲 よ り須恵器 横瓶

1 点の出土がある。 3 号住居 とは時期が異なり、

4号住居 に伴 う ものと考えたい。

なお、 住居 跡として報告するが、 形態把握が

不十分であり、 溝跡の可能性も残る。

法 )I に ＿

番号 器 椎
ロ径 底径 器高

胎 土の特徴

1 土師器 甕 12 8 石英、 金雲母等砂粒 を 含 む

2 土師器 甕 8 . 2  砂粒 を 多 〈 含む

3 土師器 甑 13 4 6 4 1 1  9 石英 • 金雲母等砂粒 を 含 む

4 土 師 器 杯 12 砂粒 を 多 〈 含む

5 土師器 甕 7 砂粒 を 多 〈 含む

6 土師器 杯 8 8 4 砂粒 （石英他） を 多足に含む

7 土師器 高杯 7 . 8  砂粒 を 含む

8 土師器 高杯 砂粒 を 多 く 含む

第13図 A 区 S B 4 位置図 ( 1 : 80) 

成形 ・ 調整 • 形態の特徴 出土府位

内面 ． ナ テ
令

覆土中

裂 土 中

ヨ コ ナ デ 内面 ： 黒色処理 床面上

ミ ガ キ （不明瞭） 裂 土 中

ナ デ 裂 土 中

ナ デ 床面上

外面 ， ミ ガキ か 内 而 ， ナ デ 狡土中

外面 ， ミ ガ キ か 内 面 ， ナ テ
←

裂 土 中

第4 表 A 区 S B 3 出土土器 観察表

写真 5 A 区 S B 3·4
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5 号住居跡

調査A地区の南東端部にて検

出された。 一辺約10m を測る方

形の大型 住居跡である。 確認面

からの掘り込みは最深で40cmと

深い。 床面 は全面より一部貼床

を含む硬化面 が確認されており、

非常に明瞭である。 柱は p 1 が

柱穴に該当すると判断できるが、

他には検 出されなか っ た。 カ マ

ド は北壁床面 上に焼土の分布が

認められ、 カ マ ド が存在したと

判断できるものの、 カ マ ド 本体

および煙道の検 出はない。

また、 南壁中央部に張り出し

部分がみられ、 入り口施設に伴

う と考えられる。 遺物の出土は

カ マ ド 付近 および床面 中央部か

ら出土している。 復原を含め完

形品の出土こ そみられないが、

=-―----(( 

2
 

□□ 

3
5
6 .
0
0
 

．
 

゜

◎ 

゜

第14図 A 区 S B 5 実測固(1 : 80) 

#71///!t 

二

356 . 00 

□: 
20cm 

第15図 A 区 S B 5 出 土土器 実測図(1 : 4 )  
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各個体の 残存状況 は 比較的良好であ る 。

出 土追物は 、 土 師 器壺 · 甕 • 高杯 · 椀 ． 杯 • 須 恵器甕の 出 土が あ る 。 時期か大 き く 異 な る 遺物の混入は な 〈 、

い ず れ も 古墳時代後期の所産 と 判 断 さ れ る 。

法 一虹' ' 

番号 器 種 胎土の特徴 成形 ・ 調整 • 形 態の特徴 出 土府 位
ロ 径 底径 器 高

I 土師器 甕 1 9  石英 • 金雲母等砂粒 を 含む ナ テ� 裂土
2 土師器 甕 1 4 .  6 石英 • 長石 • 金雲母等砂粒 を 多批 に 含む 外 ； ケ ズ リ ・ ナ デ 内 ． ナ デ 殺土
3 土師器 嵩杯 砂粒 を 多屈 に 含む 内 ： 黒 色処理 覆土
4 須恵器 甕 32 白 色砂粒 を 含み 、 精緻 外 ， タ タ キ 内 ． 回転ナデ 裂 土
5 土師器 椀 1 2  7 石 英 • 長石 • 金雲母等 を 多屈 に 含む ミ ガ キ 外一部 ・ 内面 黒 色処理 裂土
6 土師器 杯 1 2  8 石英粒等 を 多枇 に 含む ミ ガ キ 内 ； 黒 色処理 柱穴 内
7 土師器 杯 1 3 .  4 4 5 砂粒 を 若干含み 、 精良 ミ ガ キ 内 ； 黒 色処理 毅 土
8 土師器 杯 石英等の砂粒 を 含むが、 良 好 外 ， ナ デ 内 ， ミ ガ キ 焦 色処理 毅土

第 5 表 A 区 S B 5 出 土土器観察表

写真 6 A 区 S B 5

写真 7 A 区 S B 7 完掘状況
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A区 7 号住居 跡

A区の北端部にて検 出

され た。 当住 居 跡以北で

は 、 住 居 跡は確認されず、

最 も 北に位置する。

お よ そ半分が調査区外

と な るが、 一 辺 約4. 5m

を測る方形プ ラ ンの住居

跡と考えられる。 南側に

おいて、 平安時代の 8 号

住居 跡と重複関係を有す

るが、 床面 の高さの違 い

か ら 、 8 号住 居 の掘り込

0
8
 

356 . 20 

第1 6図 A 区 S B 7 実測図 ( 1 : 80) 

みに伴う破壊は上層部に

止 まり、 床面 ま では達してい な い。 出土土器群が掘り込みに伴う撹拌を受けて い な いことか ら も 明 ら かである。

床面は貼床 でほぼ全面 にて確認できた。 貼 床は 1 面 である。 柱穴は床面 の残存状況が良 好であった ことから検

出に努めたが、 見 出すことはできな い。 カ マ ド 等の施設は調査区内 よ り検 出されてい な いが、 甕11は炭上 よ り出

土しており 、 カ マ ド に関わる も のとみられる。 遺物の出土状況からは北壁調査区外に存在すると考え ら れる。

遺物は床面上 よ り、 多量の完形土器 が出土している。 土師器 杯·鉢 ． 壺 ． 甕のほか、 須恵器 杯身がある。 それ

ぞれ正置され た 状態 で廃棄され、 その後土圧 で押しつぶされた と想定 で ぎ る状況 であった。 規則的な 配列や重な

りはなく 、 住居 廃絶に伴う祭祀行為等の想定は難しい。 これらの土器群は良好 な 一括資料とでき、 特に須恵器 は

陶 邑編年 II 型式 5 段階 (T K43型式）併行と判 断され、 古墳時代後期に該当する。

なお、 8 号住居跡か ら は土器 細片が出土してい るが、 闊化掲載できる資料はなかった。

法 JI! 仁ユ

番号 器 種 胎 土の特徴 成 形 ・ 調整 • 形態 の特徴 出土陪位
ロ 径 底径 器高

1 土師器 杯 12 4 4 . 2  長 石 • 石 英粒 を 含む も のの。 良 好 外 ， ナ テ゜ 内 ． ミ カ含� 黒色処理 床而上
2 土 師 器 杯 12 6 5 長 石 • 白 色砂粒 を 多 岳 に 含む も のの 、 良 ナ デ 内 ． 黒 色処理 床面上
3 土師器 杯 12 4 3 9 長石 • 石英粒 を 含むが、 良 好 ナ デ 内 ． 黒色処理 床面上
4 土師器 杯 12 7 4 3 石 英 • 長石粒 を 多撼に 含み 、 粗 い ナ デ 外面下半に ケ ズ リ 床而上
5 土師器 椀 19 11  石英 · 白 色砂粒 を 多 屈 に 含 む が、 良 好 ナ デ 内 ． 黒色処理 床面上
6 土師器 椀 砂粒 を 若干含み 、 精良 外 ． ナ デ 下 半 は ミ ガ キ 後 ナ デ 床而上
7 土師器 壺 1 2 . 2  長 石 • 石英粒 を 多 紐 に 含み 、 粗い ケ ズ リ 後、 ナ デ 覆土下I習
8 土師器 椀か 20 6 石英 • 金雲母等の砂粒 を 多 屈 に 含 む ナ デ 裂土， 須 恵 器 杯身 1 1 . 8  3 . 8  小石 ( 2 - 5 mm大） を 多屈 に 含み 、 不良 回転ナデ 内面に 仕上げナ デ 床而上
10 土師器 甕 14 7 3 1 6 . 3  長石 • 石 英粒 を 多 昼 に 含み 、 やや粗い ナ デ 床面上
1 1  土師器 甕 19 6 2 34 . 1  金雲母他、 砂粒 を 多 く 含み 、 やや粗い ノヽ ケ 床面上
1 2  土師器 甕 6 石 英 • 金雲母等の砂粒 を 多 届 に 含み 、 粗 ナ デ 外面 ケ ズ リ 後 な で 裂土 下層

把手部 貼 り 付け
13 土 師 器 甕 9 . 0  石 英 • 金雲母 を 若千 、 砂粒 を 多腿 に 含む 外 ， ケ ズ リ 内 ， ナ デ カ マ ド
1 4  土師器 甕 1 9 .  7 5 9 30 . 2  砂粒の他小石 を 含 み 、 やや粗い 磨耗著 し い （外 ． ハ ケ 内 ． ナ デ） 床而上
15 土師器 甕 20 . 4  4 8 22 . 5  石英等の砂粒 を 多 屈 に 含み 、 やや粗い ナ デ 床面上
16 土師器 壺 20 . 5  7 9 29 7 石英 • 金雲母他の砂粒 を 含み 、 良 外 ． ナ デ ミ ガキ 内 ナ デ 床而上

第6 表 A 区 S B 7 出土土器観察表
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A 区 S B 7 出 土土器 実測図 ( 1 : 4) 
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第 18図 A 区 S B 7 遺物出土状況図 ( 1 : 40) 

写真 8 A 区 S B 7 遺物出土状況
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C 区 1 号住居跡

C 区 の 東端 で検出 さ れ た 。 10号住

居跡 を 掘 り 込 ん で構築 さ れ て い る 。

一辺約 4 m を 測 る 方形 プ ラ ン を 呈 し 、

北壁に カ マ ド が確認 さ れて い る 。 袖

は す で に 残存 し て お ら ず 、 そ の痕跡

を 止め る に す ぎ な い。 煙道 な ら びに

煙 出 し も か ろ う じ て確認 さ れ て い る

に す ぎ ず 、 全体的 に 残存状況は よ く

な い。 煙道 は カ マ ド 側 よ り 緩やか な

傾斜 を 有 し て O . S m 程壁 外 へ 延 び、

直立 し た 煙 出 し へ と 続 〈 。 床 而 は 明

確 な 貼 床 は み ら れず 、 幾分硬化 し た

面 を も っ て 床 と 判 断 し た。 柱穴の確

認 も な い 。

出 土遺物に は 土師器があ り 、 覆土

全体 よ り 出 土 し て い る 。 全様が把握

で き る も の は ほ と ん ど な く 、 破片の

出 土が大半 を 占 め る 。 出土器種 が杯

と 甕 に 限 ら れ る こ と も 本 来の組成 を

示 し て は い な い 。 な お 、 須 恵 器杯が

1 点 出 土 し て い る が 、 後世の混入 と

み ら れ る 。

o:＇：＇
’9,＇,
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355 . 80 
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第 19図 C 区 S B 1 実測 図 ( 1 : 80) 
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第20図 C 区 S B 1 出 土土器実測闊 ( 1 : 4 )  
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C区10号住居 跡

C区 1 号住居 跡の調査に伴い、 その周 囲から

検 出された住居 跡である。 中心部には C区 1 号

住居 が重複しており、 大半か失われている。 南

壁に屈曲部がみられることから土坑 2 基の重複

ともみられるが、 床面 レ ベ ルの一致から 1 軒の

竪穴住居 跡と判断した。

およそ6 . 5 m X 5 m の長方形 プ ラ ンを呈する

が、 カ マ ド・ 柱穴などの施設は確認されていな

い。 床面は21号住居 跡とほぼ同 レ ベ ルで硬化面

が確認でき、 出土遺物の状況からも床として判

断した 。 ま た 、 C区 1 号住居 同様に柱穴の確認

もない。

遺物は床面 直上を中心に、 少量の土師器 ・ 須

恵器 片がみられ た にす ぎない。

。

0
1
1
9
1
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1

 

第21図 C 区 S B IO実測図(1 : 80) 
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第22図 C 区 S B lO出土土器実測図(1 : 4 )  

番号 器 種 ロ 径 底径 器 高 胎土の特徴 成 形 ・ 調整 • 形 態 の特徴 出土府位

くSB1〉
1 土 師 器 杯 1 1 .  2 5 . 1  石英等の砂粒 を 含み 、 精 良 外 ． ナ デ 内 ． ミ ガ キ 黒 色処理 孜土下層
2 土師器 杯 1 1  4 .  2 小石 • 砂粒を 多磁に 含み 、 やや粗い 外 ， ナ デ 内 ； ミ ガ キ 黒色処理 裂 土

3 土 師 器 杯 1 2 . 6  3 . 8  微小石 • 砂粒を 多 最 に 含み 、 やや粗い 外 ． ナ デ 内 ： ミ ガ キ 黒 色処理 床而上
4 土 師 器 甕 5 6 石英 • 金雲母等の砂粒 を 含む が、 良 ナ デ 床面上
5 須恵器 杯 11 6 白 色砂粒 を 含み 、 精 良 回転ナデ 殺土上層
6 土師器 甕 23 石 英 • 金雲母等の砂粒 を 含む が、 良 ナ デ 床面上
7 土師器 甕 1 9  6 小石 • 石英等の砂粒 を 含み 、 やや粗い 外 ， ハ ケ 内 ． ナ デ 裂土
8 土 師 器 甕 7 4 小石 • 石英等の砂粒 を 含む が、 良 ナ デ 殺土下陪， 土r,ifj器 甕 7 9 石英 • 金雲母等の砂粒 を 多揖に 含み 、 粗 ナ デ 毅土下陪
10 土師器 甕 20 石 英等 を 多 〈 含むが、 良 ナ デ 裂土上府
1 1  土師器 甕 1 7  6 小石 • 石 英等 を 多倣に 含み 、 粗 い 外 ： タ テ ハ ケ 内 ， ヨ コ ハ ケ 殺土下屑

〈SBJQ;
土師器 杯 13 3 4 2 小石 • 石英等の砂粒 を 多 く 含み 、 粗い 外 ， ナ デ 内 ， ミ ガ キ 黒 色処理 床而直上

2 土師器 杯 14 2 4 . 2  小石 • 石英等の砂粒 を 多 〈 含み 、 粗 い 外 ． ナ デ 内 ． ミ ガ キ か 黒 色処理 毅土

3 須恵器 高杯 白 色砂粒を 若干含み 、 精緻 回転ナデ 焼成は あ ま い 床面直上
4 須恵器 杯身 白 色砂粒を 若干含み 、 精緻 回転ナデ 裂土

5 土師器 甕 16 . 6  石英 • 金雲母等 を 多 〈 含むが、 良 ナ デ 床面直上
6 土師器 壺 1 6 .  2 4巧 • 石英等の砂粒 を 多 く 含みやや粗い 内 外而 と も に 丁 寧 な ミ ガ キ 床而直上

第 7 表 C 区 S B 1 · 10出 土土器観察表
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C区 6 号住居 跡

C区住居 密集部分の西端部に位置する。 北西側

を 4 号溝に切 ら れ、 また北側約半分が調査区外と

なる。

カ マ ドの確認はなく 、 他住居 の傾向か ら 調査区

外の北壁に存在するものと想定される。 柱穴は 2

カ 所確認されており、 4 本主柱による方形プラ ン

の住居 とみ ら れる。 柱穴間には方形二段掘 り の ピ

ッ ト が存在するが、 形態や覆土か ら は当住居 に伴

う ものとは考えがたい。

床面 は部分的ではあるか、 貼床が確認されて い

る。 また、 床面上には部分的に炭化材の分布が認

め ら れた。 束壁側に顕著な分布状況を示すが、 一

般にみ ら れる火 災住居 ほどには炭化材や焼土の確

認はな 〈 、 柱穴内に柱材の残存も認め ら れない。

これ ら の諸点か ら は 、 屋根等の上屋を除いた後に

意図的に不要材に火を付けたものとみることがで

きる。 土器群は炭化材の上より出土してお り 、 鎮

火後、 置かれたものと考え ら れる。

出土遺物は、 土師器 ・ 須恵器 • 鉄製品（鉄鎌）

の出土がある。 細片か多く 、 図化できないものが

。□) 

言〗

0
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第23固 C 区 S B 6 実測図 ( 1 : 80) 

多いが、 出土土器 量は多い。 また、 須 恵器 瓶類の

出土が多い点も指摘できる。 鉄鎌は曲刃 で、 覆土中より 1 点 出土し て いる。
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第24図 C 区 S B 6 出 土土器実測図① (1 : 4 )  
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第25図 C 区 S B 6 出 土土器実測 図② ( 1  : 4 )  

番号 器 種 ロ 径 底径 器高 胎土の特徴 成形 ・ 調整 ・ 形態の特徴 出土層位

1 土師器 杯 9 . 4  4 . 6  石英 • 金雲母等の砂粒 を 若干含み 、 良 外 ， ナ デ 内 ， ミ ガ キ 黒色処理 覆土
2 土師器 杯 1 1 . 8  3 . 6  石英 • 金雲母等の砂粒 を 若干含み 、 精良 外 ， ナ テ 内 ， ミ ガ キ 黒色処理 床而直上
3 土師器 杯 1 1 .  4 3 . 4  石英 • 金雲母等の砂粒 を 多最に含むが良 ミ ガ キ か （器壁の磨耗著 し い ） 床面直上
4 土師器 杯 1 1  4 4 . 3  小石 • 砂粒 を 多覺に含み、 やや租い ミ ガ キ か （器壁の磨耗著 し い） 床而直上
5 土師器 杯 12  8 4 2 . 7  小石 • 石英粒等 を 多量 に 含み 、 やや粗い ナ デ 底部 ミ ガ キ 床面直上
6 土師器 裔杯 13 . 4  小石 • 石英粒等 を 多損に含み 、 やや粗い ミ ガ キ 黒色処理 床面直上
7 土師器 高杯 15 . 8  石英 • 金雲母 を 若干含み 、 良 ミ ガ キ ロ 縁外面 ・ 内而 黒色処理 毅土
8 土師器 高杯 石英 • 金雲母等の砂粒 を 若干含み 、 良 ナ デ 杯内面 黒色処理 床面直上， 土師器 高杯 小石 • 石英他の砂粒 を 含むが、 良 丁寧なナデ 杯内面 黒色処理 床面直上
10 土師器 高杯 小石 • 砂粒 を 含むが、 良 外 ． ミ ガ キ か 内 ． ナ テ←

床面直上
11 土師器 鉢 16 . 4  石英 • 金雲母等 を 含み 、 良 ナ デ 内面黒色処理 床面直上
12 土師器 鉢 18 . 6  石英 • 金雲母等 を 含み、 良 外 ， ナ デ 内 ， ミ ガ キ ？ 黒 色処理 炭化材上
13 須恵器 高 台 付杯 14 . 1  8 7 3 . 4  白 色砂粒 を 若干含み 、 良 回転ナテや 投土下層
14 須恵器 高杯 12 . 7  白 色砂粒 を 若干含み 、 精緻 回転ナデ 桜土上陥
15 須恵器 高杯 14 . 4  白 色砂粒 を 若干含み、 良 回転ナデ 炭化材上
16 須恵器 横瓶 13 白 色砂粒 を 多艇に含み 、 粗い 外 ． 平行タ タ キ 内 ． 当 て具痕 覆土上層
17 須恵器 横瓶 12 . 8  白 色砂粒 を 多鯖に含み、 粗い 回転ナデ 頸部差 し 込み成形 段土
18 須恵器 横瓶 12 . 6  白 色砂粒 を 若干含み 、 良 回転ナデ 頸部差 し 込み成形 桜土
19  須恵器 横瓶 8 . 6  25 白 色砂粒 を 若干含み 、 良 外 ． 平行タ タ キ 内 ； ナ テ・ 炭化材上

第 8 表 C 区 S B 6 出 土土器観察表

写真 9 C 区 S B 6 写真10 C 区 S B 6 遺物出土状況
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C区 7 号住居跡

C区 6 号住居の東側にて検 出さ

れており、 14号溝と重複関係を有

する。 切りあいの新 旧 関係は14号

溝か当住居を横断するように掘削

されているが、 溝は浅く 、 下層 ま

では達していない。

一辺約2 . 5m を測 る方形 プ ラ ン

の小型住居 である。 カ マ ド は北西

壁で確認されているか、 14号溝掘

削によって上部は残存していない。

焼土も顕著ではなく 、 全体的に残

存状況は悪いが、 脇を中心に土器

群が出土している。 煙道は壁外へ

緩やかな傾斜を有して約 1 m 延び、

直立した煙 出しへと続く 。 床面 は

カ マ ド 底にあわせて硬化面が確認

されたが、 明確な貼床等ではない。

s
o·
g
s
s
 

ま た、 柱穴の確認もない。

出土遺物には土師器 （杯 • 高杯 ・ 甑 ． 鉢） ・ 須恵器 （漣） があり、 比較的 ま と ま った資料である。

第26図 C 区 S B 7 実測図 ( 1 : 80) 

□3 
こ三�7

1 0  

。 20cm 

第27図 C 区 S B 7 出 土土器実測図(1 : 4 )  
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法 屈
番号 器 種 胎 土の特徴 成 形 ・ 調整 · 形態の特徴 出 土府位

ロ径 底径 器高

1 土師器 杯 1 2  4 . 1  金雲母等の砂粒 を 若千含み 、 精良 外 ． ナ デ ケ ズ リ カ マ ド

2 土師器 杯 1 0  4 2 砂粒 を 若干含み 、 精良 外 ． ナ デ 内 ． ミ ガ キ 黒 色処理 床面上
3 土 師 器 小型鉢 4 6 5 4 石 英 • 金雲母粒 を 多 屈 に 含 み 、 やや粗い ナ デ 内 ： 黒色処理 殺 土
4 土師器 鉢 9 6 石 英 • 金雲母等の砂粒 を 含み 、 やや粗い 外 ． ナ デ 内 ， ミ ガ キ 黒 色処埋 殺土下府
5 土師器 鉢 1 2 . 8  9 8 石 英 • 金雲母等 を 多紐 に 含み 、 やや粗い ナデ ミ ガ キ 内 ： 黒 色処理 殺土下屑
6 土 師 器 甑 15 4 1 2  石 英 • 長石 • 金雲母 を 若干含み 、 良 ナ デ 内而下半 ケ ズ リ カ マ ド

7 須 恵 器 地 14 6 白 色砂粒 を 含 み 、 良 回 転 ナ デ 殺 土
8 須 恵 器 地 白 色砂粒 を 含 み 、 良 ナ デ 底部付 き 出 し か 殺土

， 土r.ffi器 高杯 17 4 16 4 石英 • 金雲母等 を 多 屈 に 含み 、 やや粗い
ナ デ 脚 内 而上半 ケ ズ リ

カ マ ド
杯部内 而 黒 色処理

10 土師器 高杯 1 4  4 13 I 小石 • 石英 • 金雲母等 を 多 足 に 含 み 、 祖
ナ デ 脚 内 而 上半 ケ ズ リ

床而上
杯部内 而 黒 色処理

1 1  土師器 高杯 長石はか の砂粒 を 若千含み 、 良 ナ デ カ マ ド 脇

第 9 表 C 区 S B 7 出 土土器観察表

写真1 1 C 区 S B 7 全景

写真12 C 区 S B 9 完掘状況
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C区 9 号住居跡

住居 密集部分の東端部で確認 さ れた 。

2 号溝と重複関係を有するが、

掘削深度がそれは ど深くない た め、 覆土

下層 までは達して いない。

一辺3 .8m の小 型 方形住居 跡である。

床面は明 瞭な貼床等ではな く 、 硬化面 が

一部で確認 さ れた にす ぎない。

2 号溝の

また、 柱

穴の確認もない。 西壁には カ マ ド 左袖の

残存かと考え ら れる硬化し た土塊が確認

さ れているが 、 火床も含め焼土は顕著に

散布していない。 煙道および煙だしは14

号溝の重複によ っ て失われて いる。

出土遺物は14号溝掘削 レ ベルよりも下

層覆土中より ミ ニ チ ュ アを含む土師器 な

ら びに土鈴が 1 点 出土している。 土鈴は
第28図

06.
 SS£
 

355 . 90 

｀ 
鐸形を呈 し、 内部に小石が入っ ている。

C 区 S B 9 実測図(1 : 80) 

つ まみの部分には円孔が 2 つ開け ら れているが紐等による釣り下げの痕跡は観察 さ れない。 長野市 内では牟礼バ

イ パスB 地点遺跡や本村東沖遺跡において土鈴が出土しているか、 鐸形のものは初出である。
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第29図 C 区 S B 9 出 土土器実測図(1 : 4 )  写真13 土鈴

番号 器 種 法 旦卑 胎 土の特徴 成 形 ・ 調整 • 形 態の特徴 出土附位

ロ 径 底径 器高

1 土師器 杯 12 . 2  5 7 精良 外 ． ケ ズ リ 後ナ デ 毅 土

内 ． ミ ガ キ 後ナ デ 黒 色処理
2 土師器 杯 7 3 4 砂粒 を 若干含み 、 精良 ナ デ 裂 土
3 土師器 ミ ニ チ ュ ア 2 9 2 5 2 3 石英等 を 若干含み 、 精良 ナデ 投土
4 土師器 高杯 石英 • 金雲母等 を 含み 、 良 ナ デか 杯部内面 ミ ガ キ 黒 色処理 毅 土
5 土師器 甕 16 4 石英 • 金雲母等 を 含み 、 精良 外 ， ヨ コ ナ デ ・ ハ ケ 後ナ デ

内 ． ョ コ ナ デ ・ ヨ コ ハ ケ 一部 ナ テ� 覆土
6 土師器 甕 20 4 石英他の砂粒 を 含み 、 精良 ナデ 裂土

第10表 C 区 S B 9 出 土土器観察表
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C区11号住居 跡

C区西端部にて検 出された 竪穴住

居 で、 当調査区ではもっとも西側に

位置する。 さらに西側の部分からは

溝跡のみの確認となり、 当遺跡 居 住

区域の 西端をも示すものとみられる。

北壁を含む北側の 一部が調査区外

となるか、 ほぼ全体が把握できる。

他遺構との重複関係は調査区外で 1

号溝との切りあいが予測されるが、

調査区内ではみられない。

一 辺5. 2 m を測る方形プ ラ ン の 竪

穴住居 である。 確認面 からの掘り込

み深度は約30cmと浅 いが、 全体的な

残りは良 い。 床面 は中央部を中心に

貼 床が確認された 。 柱穴は4 カ 所認

められ、 床面での 直径が約40cmとす

べて均ーな大きさである。 カ マ ドは

西壁に造り付けられており、 両袖と

も良く残る。 た だし、 袖内部および

火 床 の 焼けは弱 い うえ、 煙道内への

炎の流れも少なく、 長期にわた る使

用は考えが た い。 煙道は カ マ ド内部、

北壁中に 穿 た れ た 円 孔より壁外に緩

やかな傾斜を有して約60cm延び、 直

立する煙 だしへと続く。

出土遺物は床面 直上から覆土下層

を中心に土師器 の 出土がある。 た だ

し、 細片が多く、 図化可能な個体は

少ない。 ま た 、 器 壁 の磨耗が著しい

ものも多く認められる。
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第30固 C 区 S B ll実測図(1 : 80) 
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第31 図 C 区 S B ll 出土土器実測図 ( 1 : 4 )  

番号 器 種 法 屈 胎 土の特徴 成 形 ・ 調整 · 形態の特徴 出 土屑 位

ロ 径 底径： 器 高

1 土師器 杯 12 . 6  4 .  2 石 英 • 金雲母他の砂粒 を 含 み 、 良 ミ ガ キ 外面黒色処理 床 ～ 殺土
2 土師器 杯 10 . 6  [4 5) 石 英 • 金雲母他の砂粒 を 含み 、 良 磨耗著 し い （ ミ ガ キ か ） 黒色処理 殺 土
3 土師器 杯 9 . 2  4 . 1  石 英 • 金雲母他の砂粒 を 含 み、 良 磨耗著 し い （ ミ ガ キ か） 黒 色処理 床面上
4 土師器 甕 7 . 2  石英他の砂粒を 多 〈 含み 、 やや粗い 外 ； ケ ズ リ 内 ． ヨ コ ハ ケ 覆土

第11 表 C 区 S B 1 1 出 土土器観察表
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写真14 C 区 S B11

C区12号住居 跡

C区11号住居跡の東側で、 他に遺構がみ ら れな

い地点か ら 検 出 さ れた 。 南半部が調査区外となる。

一辺4.6m を測る方形プラ ンの竪穴住居 である。

確認面か ら の掘り込みは20cmと浅い。 床面 は礫を

含む脆弱な土層であり、 明確でないが、 カ マ ド 火

床の レ ベルな ら びに土器 の出土状況か ら 床として

捉えた。 貼床な ら びに硬化面 は確認 さ れていない。

柱穴は 2 カ 所確認 さ れ た。 共に直径40cm程を測り、

掘削深度は50cm程と他の住居 例に比較しても深い。

カ マ ドは火床のみが確認 さ れ た にす ぎず 、 袖は残

存していない。 火床部も焼土の焼けや麓はそれほ

ど顕著ではない。 カ マ ド 周辺には被熱石材の小片

が認め ら れ、 カ マ ド構築にあた っては石材の使用

があったものと想定 さ れる。 煙道は確認 さ れなか

＇ ’ ’  ‘‘ 
◎ 0 

゜

0
 o·
gss
 

った。
356 . 00 

出土遺物は床面 上を中心に土師器 の出土がみ ら

れる。 図化した個体以外の破片は少な く 、 土器 総

量は極めて少ない。 3 の ロ ク ロ 杯のみが新し く 、

他より古墳時代後期の所産と判断 さ れる。

- - --瓢量言
第32固 C 区 S B l2実測図 ( 1 : 80) 
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第33図 C 区 S B l2 出 土土器実測 図 ( 1 : 4 )  

番 号 器 種 法 拭 胎土の特徴 成 形 ・ 調整 • 形態の特徴 出土屑位

ロ 径 底径 器 高

1 土 師 器 杯 1 5  4 9 石英 • 金雲母粒等 を 多 く 含み 、 やや粗い 外 ． 磨耗 （ ミ ガ キ ？ ） 内 ， ミ ガ キ 床面上
2 土 師 器 杯 13 2 石 英 • 金雲母等の砂粒 を 含み 、 良 ミ ガキ 床面上
3 土師器 鉢 17 2 石英 • 金雲母等の砂粒 を 含 み 、 良 ミ ガ キ 内 面 黒 色処理 床直上
4 土師器 甕 21 4 石 英 • 金雲母等の砂粒 を 含み 、 良 外 ． ミ ガ キ 内 ： ナ テ

’
磨耗著 し い 床直上

5 土師器 甕 16 8 石英 • 金雲母等の砂粒 を 含み 、 良 外 ， ハ ケ 内 ． ナ デ 磨耗著 し い 床直上

第 12表 C 区 S B 12 出 土土器観察表

写真15 C 区 S B 12 
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1 号溝跡

11号住居跡を囲む よ うに「 L 」 字

形に確認された溝跡である。 調査区

内では11号住居 跡を囲 む よ うな形態

となっているが、 方向からは 調査区

外で11号住居 と重複関係を有するも

のとみられ、 直接の関連性はないと

判断される。 断面 台形を呈するが、

確認面からの掘削深度は10cmと浅い。

9 号溝跡

東西方向に掘削される溝跡であり、

西側において12号溝跡お よ び C区 3

号住居 跡と重複関係を有し、 東西と

もに調査区外に延びる。 断面 台形を

呈し、 掘削深度は約20cmと浅い。

｀一

第34図 C 区 S D I 実測図 ( 1 : 80) 

遺物 は 須 恵器 や ミ ニ チ ュ アを含む 、 比較的 多量の土器 が覆土中 よ り出土 し ている。

0
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第35固 C 区 S D 9 実測固 ( 1 : 80) 
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第36図 C 区 S D 1 · 9 出 土土器実測固 ( 1 : 4 )  

番号 器 種 法 紐 胎士の特徴 成形 ・ 調整 • 形態の特徴 出土陪位
ロ 径 底径 器高

1 土師器 杯 15 . 2  7 . 4  4 . 7  砂粒 を 若干含み、 精良 外 ： ナ デ 内 ， ミ ガ キ 黒 色処理 S D 1 裂土
2 須恵器 杯 1 1  3 4 白 色砂粒を 若干含み、 良 回転ナテ＇ 内 ； 仕上げナ デ S D 9 裂土
3 土師器 ミ ニ チ ュ ア 7 3 2 3 3 2 砂粒を 多鼠に含み 、 粗い ナデ 内面黒色処理 S D 9 殺土
4 土師器 ミ ニ チ ュ ア 4 4 2 2 2 砂粒を 多景に含み 、 粗い ナテ 内外面黒色処理 S D 9 裂土
5 士師器 鉢か 13 7 石英 • 金雲母他の砂粒を 含み 、 良 外 ． ナ デ 内 ． ミ ガキ 黒色処理 S D 9 毅土
6 土師器 甕 1 2  砂粒を 多昼に含み、 粗い 外 ． ハケ ナ デ 内 ． ナデ S 0 9 裂土
7 須恵器 横瓶 7 5 白 色砂粒を 若干含み 、 精緻 外 ： 平行 タ タ キ 内 ， ナ ティ S D 9 裂土

第13表 C 区 S D I · 9 出 土土器観察表
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2 奈良時代
C区 3 号住居 跡

C区住居 密集地点にて検 出されてい

る。 該期に属し、 全貌のわかる唯一の

竪穴住居 跡である。

9 号溝跡を掘り込み、 8 号住居 跡な

らびに1 1号溝跡に掘り込 まれるという

重複関係を有する。 た だし、 1 1号溝跡

は床面 まで達していない。

カ マ ドは北壁にて検 出され た。 焼土

がわずかに残存する程度であった が、

両袖部が確認された。 煙道は調査区外

となる。 柱穴は 4本の主柱が確認され、

その他に 4 箇所ピ ッ ト が存在している。

床面 は中央部を中心に明確な貼床が確

認され た。 床は一面である。

出土遺物は覆土下層を中心に土器 の

出土がみられる。 特に カ マ ド 周囲から

の出土が比較的多くみられた が、 カ マ

ド内からは多〈ない。 ま た 、 土器 組成

のうえでは須恵器 の比率が高い こ とが

認められる。 さらに破片資料も含め、

土師器 が甕に限定されることは土師器

と須恵器 の目的別の使い分けが徹底さ

れていた こ とをうかかわせる。

ロ ロー

ロ

゜
o© 

355 . 75 

二
355 . 75 

355 . 75 

一言言
第37固 C 区 S B 3 実測 固(1 : 80) 

番号 器 種 法 螢 胎 土の特徴 成形 · 調整 • 形態の特徴 出 土屑 位

ロ 径 底径 器 高

1 須 恵 器 杯蓋 14 8 2 4 白 色砂粒 を 若干含み 、 良 回転 ケ ズ リ ・ ナ デ 毅 土
2 須 恵 器 杯蓋 1 5  2 2 . 6  白 色砂粒 を 若干含み 、 良 回 転 ケ ズ リ ・ ナ デ 裂土下屑

須 恵 器 杯蓋 1 4 . 8  3 9 白 色砂粒 を 若干含み 、 良 回 転 ケ ズ リ ・ ナ テさ 毅土下屑
4 須 忠 器 高台付杯 1 5  6 9 . 5  4 3 白 色砂粒 を 若 干含み 、 良 底部 ヘ ラ 切 り ？ 後ナ デ 裂土
5 須 恵 器 杯 13 2 4 5 白 色砂粒 を 若干含み 、 良 底部ヘ ラ 切 り →静止 ケ ズ リ → ナ デ 毅土下府
6 須 恵 器 杯 12 4 . 6  白 色砂粒 を 若干含み 、 良 底部 ヘ ラ 切 り 後ナ デ 覆 土
7 須 恵 器 瓶 白 色砂粒 を 若干含み 、 良 ナ デ 裂 土
8 須 恵 器 甕 2 8 . 6  白 色砂粒 を 若干含み 、 良 回 転 ナ テ’ 毅 土， 須 恵 器 鉢 2 5 . 8  白 色砂粒 を 若干含み 、 良 タ タ キ 裂士下屑
10 土 師 器 甕 1 9 . 8  石 英 • 金雲母他の砂粒 を 含み 、 やや粗い 外 ・ ケ ズ リ 内 ， ナ デ 裂土下屑
J I  土 師 器 甕 1 9 . 6  石 英 • 金雲母他の砂粒 を 多 く 含み 、 粗 い 外 ： ハ ケ 内 ． 跨耗 （ハ ケ か ） カ マ ド
1 2  土師器 甕 1 7 .  2 石英 • 金雲母他の砂粒 を 含み 、 やや粗い 外 ， ヨ コ ナ デ ・ ハ ケ 内 ， 磨耗 毅土下J習

第14表 C 区 S B 3 出 土土器 観察表
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第38固 C 区 S B 3 出 土土器実測図 ( 1 : 4 )  
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C区 4 号住居跡

C区のほぼ中央、 壁際で検 出された。 C区 5 号住居跡

を切って掘り込 まれている。 北側約半分が調査区外とな

るが、
一辺約 4 m を測る方形の竪穴住居と考えられる。

カ マ ド ・ 柱穴等の施設は確認されていない。 覆土は暗褐

色粘質土の単一土で、 最深40cmの掘り込みを確認した。

床面は全体的に脆弱であるが、 一部で硬化面を認め、 床

と判断している。

出土遺物は覆土下層～ 床面 にかけて、 土師器 ・ 須恵器

の破片が少量 出土しているにす ぎず、 固化できたものは

須恵器 高 台 付き杯 1 点である。

須恵器 杯は復原 口 径13. 9cm 、 器 高3 . 1cmを測る。 胎土

は 白 色砂粒を多量に含み 、 粗い。 調整は回転ナデ調整で

ある。

356 . 00 

讐，,,, ヽ,,,,,,,ヽ ,,,,,,,,,ヽ,,,,,,,.

第39回 C 区 S B 4 実測 図(1 : 80) 

ロニ�
20cm 

第40図 C 区 S B 4 出 土土器実測図(l : 4 )  

C区 5 号住居跡

C区 4 号住居の東側で検 出された竪穴住居である。 北側が調査区外となり 、 北西部を 4 号住居に切られている。
一辺約 5 m を測る方形の竪穴住居である。 床面 までの掘り込みは最大35cmを測り、 4 号住居よりも若干浅い。 床

面 は全体的に堅〈締 まっていた。 カ マ ドは確認されていない。 調査区外となる北壁に存在するものと考えられる。

柱穴は南側で 2 カ 所確認された。 柱の位置からすると、 南北に長い長方形プ ラ ンとなる可能性も考えられる。 ま

た、 南壁中央部に楕 円形のピ

ッ ト が確認されており 、 出入

ロ 施設に伴う ピ ッ ト の可能性

が考えられる。

出土遺物には土師器 • 須恵

器 片と覆土下層より石製紡錘

車 1 点（第58図43頁）がある。

土器 は細片 ばかりで図化提示

できる資料はないが 、 内外面

黒色処理の土師器 椀はかがあ

る。

重複関係 、 ならびに出土遺

物の様相からは 4 号住居を下

限とし、 古墳時代後期後半代

まで遡る可能性が強いと考え

られる。
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第41図 C 区 S B 5 実測 図(1 : 80) 
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10号土坑

C区東側の小型 溝跡群に接して確認され

ている。 1 .8m Xl .4m を測る不整形の土坑

である。 土坑内からは拳大の円礫が多量に

検 出され、 円礫上より土器 が出土している。

礫は土坑底に密焙するものから浮いている

もの まで認められるが、 基本的に敷いてあ

る状況で、 立体構造は呈していない。 礫敷

墓の可能性を考慮したが 、 骨あるいは棺材

等は確認されて いない。

第42図
C 区 S K lO実測図

(1 : 80) 

14号土坑

7 号溝の北側より確認された、 直径3. 3m を測る円形の大型土坑であ

る。 確認面直下より、 土坑中央部にて円 礫の集石を検 出した。 円 礫は拳

大から人頭大のもの まで認められ、 基本的に重層的な堆積はしていない。

また、 検 出高にも差があり、 総じて北側が高い。 検 出状況よりは、 意固

的に敷かれたという印象は薄い。 礫上より多量の土器 が出土している。

すべて破片での出土で、 接合によって完形に復原できるものはなかった。

礫下は礫を含 まない暗褐色系の粘質土が堆積土となり、 土器 片の出土

がみられた。 土坑底中央でさらに掘り込みを確認し、 二段掘りとなる こ

とを確認した。 掘削深度は第 1 段が 2 m 、 第 2 段が約30cmを測る。 第 2

段は直径1 . 9m を測る円形を呈する。 土坑底は明確な底部を検 出したが、

湧水面 まで達しておらず井戸跡とは考 え がたい。

礫上と礫下で出土した土器 に大きな時間差は見いだされず 、 集石下の

埋没と集石の形成は一連の行為と捉 え られる。 土坑の性格は明らかにし

がたいが、 埋め戻しに伴って円礫および土器 の投棄が行われたものと考

えられる。

� 

o
 

20cm 

第43固 C 区 S KIO  
出 土土器実測図 ( 1 : 4 )  

第44図 C 区 S K l4実測図 ( 1 : 80) 

写真17 C 区 S K lO 写真18 C 区 S K l4 
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第45固 C 区 S K l4 出 土土器実測 図 ( 1 : 4 )  

番号 器 種 法 磁 胎 土の特徴 成 形 ・ 調整 · 形 態の特徴 出 土 層 位

ロ 径 底径 器高

］ 須恵器 高杯 1 2 . 8  10 9 1 1  2 白 色砂粒 を 若干含み 、 精 良 回転ナデ S K IO裂土
2 須 恵 器 壺 1 2 .  9 白 色砂粒 を 多謎に 含み 、 祖い 回転ナデ S K lO殺土

I 土師器 杯 1 2 . 8  3 ,  7 砂粒 を 若干含み 、 良 ミ ガ キ S K l4毅土

2 土 師 器 杯 12 4 . 2  砂粒 を 若干 含み 、 緻密 ミ ガ キ 杯 内 黒 色処理 S K l4裂土
3 土師器 杯 9 6 4 . 5  砂粒 を 若干含み 、 良 ミ ガ キ S K l4設土
4 須恵器 杯 1 2  6 6 6 4 7 白 色砂粒 を 若千含み 、 精緻 底部の調整は乱雑 S K l4設土

5 須 恵 器 杯 1 3  6 5 4 . 8  白 色砂粒 を 若干含み 、 良 回転ナデ 底部ナデ SK!4股土下屑
6 須恵器 高台付杯 1 5  1 1 0  4 4 白 色砂粒 を 若干含み 、 精緻 回 転 ケ ズ リ の 後 高 台 貼付 S K l4裂土
7 土師器 高杯 11 6 6 6 6 . 2  砂粒 を 若干含み 、 良 ミ ガ キ 杯 内 黒色処理 S K l4没土
8 土 師 器 高杯 9 5 砂粒 を 若干含み 、 良 外 ． ミ ガ キ か 内 ． ナ デ 黒色処理 SKI4裂土下層， 土師器 高杯 10 2 砂粒 を 若干含み 、 良 ミ ガ キ 杯 内 黒 色処理 SK14毅土下層

10 土師器 高杯 14 4 砂粒 を 若干含み 、 良 外 ． ミ ガ キ か 内 ： ミ ガ キ ナ デ
杯 内 黒 色処理 S K l4殺土

1 1  土 師 器 把手付鉢 12 4 . 6  9 . 5  砂粒 を 若干含み 、 良 磨耗著 し 〈 不明 （ ナ デ と ミ ガ キ か ） SK14覆土下府
1 2  土師器 甕 18 砂粒 を 若干含み 、 良 外 ． タ テ ハ ケ 内 ． ナ デ S K l4毅 土

1 3  土 師 器 高杯 1 0 . 2  砂粒 を 若干含み 、 良 外 ． ハ ケ ミ ガ キ S K l4裂土

内 ； ミ ガ キ 黒 色処理
14 土 師 器 鉢 ？ 8 . 4  砂粒 を 若干含み 、 良 ミ ガ キ （磨耗著 し い ） SK14覆土下附
15 土師器 甕 9 . 2  砂粒 を 若干含み 、 良 内外面 と も に ミ ガ キ か S K l4袈土

16 土師器 甕 6 . 2  砂粒 を 若干含み 、 良 ナデか （磨耗著 し い） 底部木葉痕 S K l4 殺 土
1 7  土師器 甕 6 4 砂粒 を 若干含み 、 良 ナ デ S K l4覆土

第 15表 C 区 S K lO · 1 4 出 土土器観察表
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4 号溝 C区束端部 で調査区を縦断する溝跡である。

幅が当調査区内 では最大規模で約 3 m を測るが、 掘削

深度は確認面から約30cmと浅い。

7 号溝 C区東側、 小 型 溝 （ 畝か）が密集する地域

に接して検 出 さ れた溝跡である。 断面 逆台形を呈し、

両端ともに調査区内で確認 さ れ、 収束している。

出土逍物は須恵器 を主体とした土器群 で覆土中より

比較的 多く 出土している。
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累
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—
 

第48図 C 区 S D 7 実測図 ( 1 : 150) 
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第46凶 C 区 S D 4

出 土土器実測図 ( 1 : 4 )  

一 三三
� .50

第47図 C 区 S D 4
実測区I ( 1  : 1 50) 
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第49図 C 区 S D 7 出 土土器実測掬(1 : 4 )  

番号 器 種 法 批 胎土の特徴 成形 ・ 調整 · 形態の特徴 出土附位
ロ 径 底径 器高

1 須恵器 短頸壺 ， 白 色砂粒 を 多捐に含み、 粗い 回転ナデ S D 4 覆土
2 土師器 高杯 13 石英 • 金雲母等砂粒 を 多砧に含み 、 租い ナ デ S 0 4 殺土
3 須恵器 蓋杯蓋 19 3 4 白 色砂粒を 多凪に含む 回転ナテ” S 0 7 覆土
4 須恵器 高台付杯 20 . 4  1 2  3 9 白 色砂粒を 多籠に含む 回転ナデ S D 7 裂土
5 須恵器 高台付杯 18 1 1  6 1 白 色砂粒を 多磁に含む 回転ナデ S D 7 裂土
6 土師器 短頸壺 1 3 . 4  金雲母等の砂粒 を 多紐に含む ナ デ S D 7 殺土
7 須恵器 杯 13 .2 6 . 4  3 . 7  白 色砂粒を 若千含む 回転なで 底部ナデ S D 7 裂土
8 須恵器 横瓶 1 1 .  4 白 色砂粒を 若干含み 、 精緻 回転ナテや S 0 7 殺土
， 土師器 高杯 金雲母等砂粒 を 多蘭に含み 、 粗い ナ テ‘ 杯内 · 脚内黒色処理 S D 7 股土
10 須恵器 高杯 白 色砂粒 を 多巌に含む 回転ナデ S D 7 毅土
1 1  須恵器 甕 29 . 8  白 色砂粒 を 多屈に含む 平行タ タ キ S D 7 狡土
12 須恵器 甕 40 6 白 色砂粒を 多屈に含む 回転ナテ→ S D 7 毅土

第16表 C 区 S D 4·7 出 土土器観察表
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3 平安時代

A区 2 号住 居 跡

1 号住居 跡の南側で、 コ ーナーの一部分が確認 さ れたに過 ぎない。 当初、 土坑の可能性 を 考えて調査 を 行った

が 、 壁際付近 で貼床の一部 を 確認し、 住居 跡と判断している。 柱穴 ・ カ マ ド 等の施設の検 出はない。 裂土は 暗褐

色粘質土の単一層で 、 極めて部分的なが ら 土器 片 を 比較的多く 含ん でいた。 出土遺物 は土師器 杯 ・ 甕、 須恵器 杯

があり、 土師器 杯の体部外面 には 「 X 」 状の墨書が認め ら れる。

� � 

0 ' 20cm 

第50図 A 区 S B 2 出 土土器実測図 ( 1 : 4 )  写真19 墨書拡大

番号 器 種 法 祇 胎 土の特徴 成 形 ・ 調整 · 形態 の特徴 出 土 層 位
ロ 径 底径 器 高

1 土師器 杯 1 3  2 6 4 . 5  石 英 • 白 色砂粒等 を 微紐 に 含み、 良 外 ， ナ テ
’ 墨書 内 ． ミ ガ キ 黒色処理 殺土

底 ， 糸切 り
2 土師器 杯 9 8 4 3 . 5  微砂粒 を 含み 、 良 外 ． ミ ガ キ か 内 ： ミ ガ キ 裂 土
3 須恵器 杯 1 2 . 4  8 4 . 1  白 色砂粒 を 多 鎚 に 含む 回転ナテ 底 ， ヘ ラ 切 り →ナ デ 殺 土

第17表 A 区 S B 2 出 土土器観察表

B区11号住居 跡

B 区 にて検 出 さ れており、 一 辺約4. 2m

を 測る方形の住居 跡である。 北東側におい

て一部が調査区外となるが 、 はほ全形が確

認 できる住居 跡 である。 ただ し 、 確認面 か

ら の掘り込み深度が10cm未満と極めて浅く 、

残存状況はよく ない。 床面 は 脆 弱 で、 明確

な硬化面 は存在しない。 カ マ ド は 北壁に構

築 さ れていたとみ ら れるが、 袖部す ら 残っ

てお ら ず、 焼土の存在が確認 さ れたのみ で

ある。 柱穴は 2 カ 所確認 さ れたにす ぎない。

出土遺物には 、 土師器 杯 ・ 甕がある。 こ

れ ら の土器群は カ マ ドと想定 さ れる焼土周

辺か ら 出土している。
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第5 1固 B 区 S B l l実測 図 (1 : 80) 

番号 器 種 法 址 胎土の特徴 成 形 ・ 調整 • 形 態の特徴 出土府位

ロ 径 底径 器 高

1 土師器 杯 5 . 4  微砂粒 を 若干含み 、 良 内 ． 黒 色処理 底 ． 回転糸切 り カ マ ド

2 土 師 器 甕 18 6 ク サ リ 礫 を 多 屈 に 含む ロ ク ロ 調整 カ マ ド

3 土 師 器 甕 25 6 石英 • 白 色砂粒は か を 多戯に含む ロ ク ロ 調整 カ マ ド

4 土 師 器 甕 20 6 石 英 ほ か の 砂粒 を 多 く 含む 外 ． ケ ズ リ 内 ． ナ デ カ マ ド

第18表 B 区 S E ll 出土土器観察表
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第52図 B 区 S B11 出 土土器実測図 ( 1 : 4 )  

3 号溝

C区西側にて検 出された溝である。 2 号溝を一部掘り込んで

いる。 断面形態は逆台形で、 確認深度は約2 0cmと浅い。 東西両

側ともに北へと屈 曲して調査区外へと延びる。

出土遺物は殺土 中より土師器・ 須恵器の破片が認められ、 岡

示できたものは須恵器杯 1 点である。

1 1号溝

C区のはぱ中央部で確認された南北に走る溝跡である。 奈良

時代の 3 号住居跡 ・ 2 号溝 ・ 12 号溝を掘り込んでいる。 断面 形

態は逆台形で、 確認深度は約12 cmで、 3 号住居 の床而とほぼ等

しい高さとなる。 北側の延長方向は 3 号住居 との重複より定か

でないが、 西側へ緩く 屈曲しながらも、 北側調査区外へ延びる

ものと考えられる。

遺物は毅土 中より、 多量の土師器 ・ 須恵器が出土している。
第53図 C 区 S D l l実測図 (1 : 200) 
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第54図 C 区 S D 3 · 11出土土器実測 図 (1 : 4 )  
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第55 図 C 区 S D 3 実測図 ( 1 : 200) 

番号 器 種 法 1ll c,_ 胎土の特徴 成形 ・ 調整 • 形態の特徴 出土I屑位
ロ径 底径 器高

1 須恵器 高台付き 杯 1 5  3 . 7  白 色砂粒 を 多砿に含む 回転ナデ S D 3 股土

2 須忠器 瓶 白 色砂粒 を 多姐に含む 回転ナデ 内外而自 然釉付舟 S D l l 覆土
3 須恵器 杯 8 . 6  白 色砂粒 を 多屈に含む 回転ナデ S D 1 1 覆土
4 土師器 甕 13 8 石英 · 雲母ほかの砂粒 を 含み 、 良 ナデ S D 1 1裂土
5 土師器 甕 19 4 石英 • 雲母粒はかの砂粒 を 含む ハ ケ S D l l殺土
6 土師器 甕 26 . 6  石 英 • 雲母はかの砂粒 を 含み 、 良 ハ ケ S D I !  毅土
7 土師器 甕 10 . 2  石英 · 白 色砂粒ほかの砂粒 を 多最に含む 外 ， 不明 内 ： ナ デ 底 ， 木葉痕 S D l l 毅土
8 土師器 甕 18 2 石英 · 雲母粒ほ か を 多 抵に含む ハ ケ S D l l毅土， 土師器 甕 石英 • 金雲母ほかの砂粒を 含む ミ ガ キ か S D 1 1牧土
10 土師器 甕 6 .2 石英 • 白 色砂粒はかの砂粒 を 多紙に含む 外 ． 不明 内 ． ナデ 底 ． 木葉痕 S D 1 1 裂土

第19表 C 区 S D 3·11 出 土 土器観察表

2 号溝

C区を東西方向に横断す る 、 溝跡であ る 。 途中で南側調査区外へと延び、 途切れ

る が、 形態 ・ 殺土の状況 ・ 出土遺物より同一の溝と判断している。

遣物は毅土 中 より、 土師器 ・ 須恵器 か少量 出士してい る 。 図化·掲載できたもの

は土師器 杯 1 点であ る が、 外面に墨書が確認でき る 。

こ のほ か 、 C区では数多

く の溝跡群が確認された。

明確な遺物の出土かみられ

ないため、 厳密な時期決定

はできないが 、 遺構の配置

状況や覆土の状態から該期

と判断している。

甚本的に 東西に走 る 2 号

溝に直交す る 状況で数条の

溝跡が確認されて い る 。 16

号溝や17号溝のように 2 号

溝から分岐す る ものもみら

れ る 一 方、 2 号溝と重複す

る ものもあり、 すべてが同
一時期に機能していたとは考えがたい。

� 

第5 6図 C 区 S D 2
出土土器実測図 ( 1 : 4 )  

写真20 C 区 S D 2
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4 鉄製品 • 石製 品 ・ 金属製 品

I 鉄製品

鉄斧( 1 ) S K l4より 1 点 出土している。 刃 部のおよそ

半分を欠損するが、 全体 的 な 残りはよい。 長さ5 . 3cm 、 刃

部推定幅（最大幅） 3 . 6cm 、 柄部幅3 .4cm、 厚さ1.2cmをそ

れぞれ測る。 柄部側よ り 緩やかに内湾して刃部にて最大幅

を測る。 刃 部は楔形を呈する。 袋部は厚さ0 .4cmの鉄板を

折り曲げるが、 密着はしてい ない。 また、 袋部には装着さ

れた柄部が固箔して残存している。 断面方形の木製柄部と

考えられるが、 錆に覆われ、 不 明 な 点が多い。 出土遺構よ

り奈良時代の所産と考えられる。

紡錘車(2 ) C区SB 3 より 1 点 出土している。 側縁部

はほとんど欠損し、 また、 全体的に錆ぶく れが著しい等、

残存状況はよ〈 ない。 中央円孔内には鉄芯が残 っ ている。

出土遺構より奈良時代の所産と考えられる。

鉄鎌( 3 ) C区SB 8 より 1 点 出土している。 曲 刃 鎌 で、 ほぼ、 全体が残っているものと判断される。 ほぼ等

□

[2
 

：
 ーに ― l 

3
 

第5 7固 鉄器実測固(1 : 3 )  

しい幅 であるが、 幾分柄部側が広く 、 最大幅は柄部にあるとみられる。 刃 部は緩やかに湾曲し、 柄部との境は錆

によって明 瞭 ではないが、 もともと不明 瞭であったと考えられる。 柄部には裏面への折り返しが認められるが、

錆ぶく れが著しく 、 明 瞭 で ない。 装着された柄部の痕跡 （木質等）は観察され ない。 吉田川西遺跡における分類

の II 型に該当するか。 共伴遺物に乏しいが、 出土遺構が奈良時代と考えれられる C区 3 号住居 を切って構築され

ていることから平安時代の所産と考えられる。

このはか、 C区SB 6 より鎌かとみられる鉄片の出土が認められ、 古墳時代遺構からの鉄器 の出土も確認される。

2 石製品

紡錘車( 1 ) C区SB 5 より 1 点 出土している。 笠形を呈し、 側面 には列 点状の文様が印刻されている。 全体

的に擦痕が観察されるが、 特に下半部には強い擦痕が残り、 側面 を意識して製作されたものと考えられる。 列点

状の文様は整形後、 印刻される。 共伴遺物

に乏しいが、 遺構の重複関係より、 古墳時

代の所産と考えられる。 蛇紋岩製。

浮き(2 ) C区SB 3 より 1 点 出土して

いる。 中央部に円孔が 1 カ 所穿たれている。

図右側の面には円 孔の上部にも う 1 カ 所円

孔がみられるが、 貫通はしていな い。 出土

遺構より奈良時代の所産と考えられる。 軽

石製。

砥石(3· 4 ) C区SB 3 および検 出面

より 2 点 出土している。 両者ともに欠損し

3
 

第5 8図 石製品実測図 ( 1 1 : 2 2 - 4  1 : 3 ) 
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てお り 、 全体形は不明である。 自 然面 を利用した砥石であ り 、 浅い擦痕が観察される。 形態からは 3 が置き砥石、

4 が手持 ち 砥石の可能性が考えられる。

3 土製品

土鈴(1 ) C区SB 9 よ り 1 点

出土している。 完形品である。 内

部に小石を 1 点封入し、 現在も鈴

としての機能を保 っ ている。 胎土

に石英や金雲母を含む砂粒を多く

含み 、 土師器 と同様である。

紡錘車(2 ) SD 5 よ り 1 点 出

土している。 石製紡錘車と同様に

半 円球状を呈し、 中央部に円孔が

ある。 ナ デ調整によって仕上げる

が、 上下の平坦面は板状工具によ

って平滑にしている。 胎土には石

英他の砂粒を多量に含み、 土師器

と同様である。 共伴遺物に乏しい

が、 出土遺構からは平安時代の所産と考えられる。

2
 

□
口

,?a 

第59図 土製品実測図 ( 1 1 : 2 2 1 : 3 ) 

写真25 C 区 S B 9 出 土土鈴
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ま と め
前節 ま でに 報告 し た 上九反遺跡の調査結果 の 中 で、 最 も 特筆すべ き 成果 は 、 川 中 島扇状地扇央部に お け る 集落

遺跡の新発見に あ る と い え よ う 。 こ れ ま でに 川 中 島扇状地で は 田牧居帰遺跡の調査例 こ そ あ れ 、 田 中 沖 遺 跡や棗

河原遺跡 、 南宮遺跡 と い ず れ も 扇端部に位置 し て お り 、 扇央部に お け る 居住区域の発見 は 川 中 島扇状地に お け る

人的営み の再考 を は か る 成果 と で き る 。 ま た 、 上九反遺跡の 主 た る 存続時期は 古墳時代後期 に 求め ら れ 、 全国屈

指の 大群集墳大室古墳群造営母胎集落の ひ と つ と も 考 え ら れて い る 田 中 沖遺跡 と の 関 連に お い て も 極 め て 興味深

い デー タ を 提供 し て い る と い え よ う 。 以下、 古墳時代後期 を 主 と し て 若干の 点 に つ い て の理解 を 提起 し 、 調査の

ま と め と し た い。

l 古墳時代後期土器群の理解

今 回 の発掘調査 に お い て 遺跡の主た る 時代は 古 墳時代後期後半代 であ る 。 長野市域に 限 ら ず 、 善光寺平 に お い

て該期は極め て 調査事例 に希薄 な 時期 であ り 、 当 資料の持つ意義 も 少 な か ら ず認め ら れ る も の と 考 え ら れ る 。 今

回 の 調査 で該期 に 含 ま れ る 遺構は 、 1 1 軒の竪穴住居跡 ( A 区 l 号 · A 区 3 号 ・ A 区 5 号 ・ A 区 7 号 ・ C 区 1 号 ・

C 区 6 号 ・ C 区 7 号 ・ C 区 9 号 ・ C 区1 0号 · C 区1 1 号 ・ C 区 12号） と 2 条 の溝跡 ( 1 号 . 9 号） で あ る 。 実測図

と し て 示 し た 各土器群は は ぼ覆土下層 ～ 床 面 出 土資料 で あ る こ と か ら 同 時性 を 検証す る 前提作業 を 不問 に 付 し 、

一括遺物 と し て 扱 う 。

ま ず 、 す べ て の住居跡に 認め ら れ る 器種 に 杯が あ る 。 小稿 では こ の杯類 を 主 と し て 取 り 上げて い く こ と と す る 。

基本的 に ど の 資料 も 底部が丸底 で、 直線的に 開 く 口 縁部形 態 を 呈す る 。 内外面共に ミ ガ キ 調整 を 施 し 、 黒 色処理

を し て い る 。 一部 、 体部外面 に 須恵 器模倣杯の系譜 を 引 く と 考 え ら れ る 稜線が認め ら れ る も の も あ る が、 総 じ て

形骸化 し て お り 、 時期的 に 大 き く 遡 ら な い こ と を 示 し て い る 。 こ れ ら よ り 、 笹沢浩に よ る 長 野 県 内 の広域編年の

古墳時代 V 期 の 資料 と 限定 さ れ よ う l

)。 こ れ ま での研究成果 を 参照 す る と 、 杯 の 変化 の 方 向 性 は 口 縁部が強 く 外

反 し 、 内面が比較的深い 形態か ら 浅 い 半球状の形態へ、 さ ら に 皿状へ と 変化 し て い く こ と が明 ら か と な っ て い る 。

須 恵 器 の 出 現に 伴 っ て杯蓋 を 真似 た 模倣杯が新た な 形態 と し て加 わ り 様相 を 複雑に し て い る が、 こ の模倣杯 も 原

型 であ る 須恵器の形態か ら 大 き く 乖離 し 、 他の杯類 と 同 じ 方 向性 で変化 し て い く も の と 捉 え う る 。

さ て 、 こ こ で土器群の分別 を は か る に あ た り 、 後期後半 に お い て 新 た に 出 現が指摘 さ れ る 、 体部内面下半 と 底

部 と の境に 明 瞭 な 屈 強 部 を 有す る 平底 を 指 向 し た 杯 （西 山 分類 I 類 以 下 、 I 類杯 と 呼称す る ） に 注 目 し よ う 2

)0 

こ の I 類杯 は C 区 1 号住居 · C 区1 0号住居 ・ 1 号溝出 土土器群に そ の典型例が認め ら れ る 。 こ れ ら の遺構の 同 時

性 を 検証す る こ と は 難 し い が 、 C 区 10号住居跡 出 土 須 恵器杯身 に お い て 、 一定点 を 示す こ と は 許 さ れ る も の と 思

わ れ る 。 一方 、 A 区 5 号住居跡出 土杯類 は 口 径が比較的小型 で深 く 、 該期の主体 を 占 め る 半球状形態の杯の一種

と み ら れ る が、 平底 を 指向 し て お り 、 ま た 、 内 面 ミ ガ キ に よ っ て 体部 と 底部の境に 明 瞭 な稜線 を 生 み 出 す な ど、

こ の I 類杯の成立 に 関 わ り を 持つ も の と 考 え ら れ る 。 共伴須 恵器甕は二期 ( II 型式） の う ち に 収 ま る も の と 考え

ら れ 、 前記の典型的 I 類杯 よ り も 先行す る も の と 考 え ら れ る 。

同様に新た な 形 態 の 出現 を み る と 、 C 区 6 号住居跡に お け る 小型平底の皿状形態 を 呈す る 杯が指摘 で き る 。 こ

の杯類 は 形態 が こ れ ま でに は み ら れ な い も の であ る ばか り で な く 、 黒 色処理が施 さ れ て お ら ず 、 そ れ以前の杯類

と は 異 な る 意図 で製作 さ れ た 可能性が指摘で き る 。 こ の杯類 を 含 ま な い A 区 5 号住居 · A 区 7 号住居 · C 区 1 号

住居 · C 区 3 号住居 · C 区1 0号住居 · C 区 1 1 号住 居 等 で は 杯 • 高杯 （杯部） ． 鉢 と い っ た 小型 供膳具に は 必ず 黒

色処理が施 さ れ る 土器群で構成 さ れ、 こ れが約束事 と し て 貰徹 さ れ て い る 状況が窺わ れ る 。 そ れに 対 し て 、 共伴
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する須恵器 から よ り新 し い時期に位置づけられる C区 6 号住居 では、 それ以前からの系 譜と考えられる杯が黒色

処理されるのに対 し て、 こ の平底杯は黒色処理が施されずに存在する。 こ れを黒色処理の衰退や形骸化とみる こ

ともでき よ うが、 意図的に黒色処理を施さない杯、 つ まり別の用途を期待され製作された器 であるとみるほうが

よ り実体に則 し ていると考えられる。 共伴する須恵器 の量が他の土器群ではみられないほど豊富である こ とも関

連が予測され、 須恵器 保有量の増大が土器群の器 種構成に変化を引き起 こ し た 可能性すら指摘できる叫

一方、 前代（後期前半） の杯からの変化という点からすれば、 模倣杯に注意を払わなく てはならない。 A区 7

号住居跡お よ び C区 7 号住居 跡 出土土器群の中に模倣杯が独 自 的変化を遂げた とみられる、 外面 に弱い稜線を有

し 、 体部外面 をヘ ラ ケ ズ リ 調整を行う杯が存在する。 こ の模倣系譜の杯はヘ ラ ケ ズ リ を省略 し た C区10号住居 出

土杯に変化するものと考えられ、 共伴須恵器 からも先行する可能性を指摘 し ておく 。

以上 よ り 、 I 類杯お よ び平底の皿状杯の出現に よ り前後二大分 し 、 さらに 5 号住居 跡の土器群は I 類杯成立に

関わるものと し た。 また、 模倣杯に よ りA区 7 号お よ び C区 7 号住居 出土土器群も I 類杯に先行するものとの理

解を示 し た。 し か し 、 こ の理解は様式理解に裏打ちされたものではなく 、 杯類の系統差に よ る前後関係の把握に

す ぎず、 土器群全体の中から一部の杯類を前後に分離 し うる可能性を指摘•し たに止 まる。 さらに 、 模倣杯に よ る

前後関係の理解は同一段階の細部変化である可能性が考慮され、 よ り多く の資料に よ る検 証が必要である こ とは

いうまでもない。 また、 A区 3 号住居 お よ び C区11号住居 出士土器群にみられる小型杯の存在や C区 9 号住居や

9 号溝出土 ミ ニ チ ュ ア土器 の存在に よ ってさらに器 種構成の変化の予測を行う余地は残されていると思われるか、

無意味に屋上屋を重ねる こ とは慎み、 古墳時代後期土器群理解への一経過を示す こ とで出土土器群把握の責を果

た す こ とと し た い丸

註

1 ) 笹沢 浩 1988 「 II 4 (2)古墳時代の土器」 『長野県史』 考古賓料編 全一巻(4)遣構 ・ 遺物
2 ) 花岡弘 • 西 山 克 己 1995 「信州の 6 世紀 . 7 世紀の土器様相ー現時点での概略 と し て一」 『束国土器研究』 第 4 号 束国

土器研究会
3 ) 共伴す る 須恵器の器種に瓶類が 多 い こ と は 器種構成の変化 を 想定す る う え で注意 さ れ る 。 た だ し 、 当 辿跡か ら 出 土 し た

須恵器全体に 占 め る 瓶類の割合が 多 い こ と を 念頭に お く と 、 当 遺跡 に 居住 し た 人 々 の 須 恵 器 に 期待 し た 効果や用 途 を 示唆
す る も の と 考え ら れ よ う 。

4 ) 西山編年に対応 さ せ る と 、 本遺跡出 土土器群は善光寺平後期 5 期 に あ た り 、 先行す る と し た も の が 3 - 4 期 に 該 当 す る
も の と 思わ れ る。

2 C 区 9 号住居 出 土土鈴 に つ い て

C区 9 号住居覆土中 よ り、 鐸形を呈する土鈴が 1 点 出土 し ている。 破損部分はなく 、 完形品である。 また 、 内

部にある土玉に よ って、 現在も振ると音を発 し 、 鈴と し ての機能を十分に果 たす優 品である。 高 さ6. 7cm 、 幅5 .4

cm 、 厚さ3. 9cmをそれぞれ測る。

つ まみ状に平た ＜ 整形された 頭部 （鉦）には円 孔が 2 孔穿 たれている。 し か し ながら、 こ の孔に紐を通 して吊

り下げた 際に生 じる擦痕等は観察されず 、 吊り下げての使用はないものと判断される。

底部はス リ ッ ト 状に開口 し （口部）、 中 空構造で 内部に小石が 1 点入っている。 口 部は端部 までは開いておら

ず、 両端部が封鎖されている。 こ こ で、 口部の成形を観察すると、 口両端部には粘土が被さって閉 じられている

こ とか観察される。 こ れは製作にあた って、 当初は端部 まで開口 し た 状態で成形され 、 後に閉 じられたものと理

解する こ とかできる。 また、 こ の閉 じられた部分は両方ともに外側に開く 形態となってお り 、 粘土を足 し て形を

整える際に閉 じられ た ものとみられる。 全体形は指頭押圧に よ って整えられ、 最終的にナ デ調整に よ って仕上げ

ている。 胎土は石英や金雲母粒等の砂粒を多量に含む等、 土器 の胎土と同様である。 焼成はやや不良で、 表面の
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細粉化が著しい。 色調は橙色を呈し、 この点も土器群と同様である。

善光寺平における古墳時代の土鈴は、 長野市本村東沖遺跡において 2 例 、 長野市牟礼バイパスB地点遺跡にお

いて 1 点の出土がみられる 1 )。 本村東沖遺跡の 2 例は各々 形態を異にし、 1 点は鉄亜鈴形、 も う 1 点は鼓形を呈

する。 これら 2 例は口部が存在せず、 完全に覆われ、 内部に複数の小石を入れている。 牟礼バ イ パスB地点例は

球形 で現在の鈴形を呈し 、 口部が存在する。 ただし、 口 部は後で切り込 まれた う え、 他に付属する鈴であり、 当

遺跡出土の土鈴とは指向する形状が大き く 異なる。 これは音色を発する鈴としての機能の点 でこそ共通するが 、

モ デルとなる金属製の鈴は異なっ ていると考えられる。 類似例 3 点が中期後半代、 当 遺跡出土品が後期後半代と

時代の違いが反映していよ う 。

土鈴は縄文時代に中部高地を中心として存在することが指摘されているが、 弥生時代において断絶し、 縄文以

来の伝統的な系譜を考えることは難しい。 また、 古墳時代中期に現れる金属製の鈴についても円形を基調として

おり3
)、 当例のよ う な鐸形のものは認められない。 さらに、 古墳時代土鈴からも先に記したよ う に系 譜が求めら

れないことは明らかであり、 同時代の他の器 物に系譜を求めることが最も妥 当と考えられよ う 。

形態を再度確認すると、

1 鐸形を呈する

2 明 瞭な鉗部を有し、 円孔が穿たれる

3 底部にスリ ッ ト 状の口を有する

4 口部の両脇が角 状に外側に張り出すよ う 成形されている

とい う 諸点が特徴として掲げられるが、 これらの条件を満たす 同時代の製品 で

は「馬鐸」 がもっとも類似していることが想起される。

長野県は烏具の出土数が全国的にみても卓越し、 静岡 県とともに一大集中地

`‘
 となっ ている。 しかしながら、 現在 までに馬鐸の出土例は少な く 、 飯 田 市塚原

5 号墳のものが図として提示されている程度である4)。 その後の集成叫こ おい

ても見あたらず、 残念ながら同 一地域内からの出土品との比較は困 難である。 ここでは便宜的に塚原 5 号墳例を

第60固 塚原 5 号墳 出 土 馬鐸実
測 固 ( 1 : 4 )  

取り上げると、 鉦に円 孔を有する点や 口 部の両端が翼状に広がる点 で同 一の形態をみることができる。 大きさや

体部の文様において著しい違いが指摘できるが、 ここ では形態の類似性が確認できればよい。 他地域 であるが、

小型 • 無文の馬鐸は大きさの点等においてさらに類似することがわかり、 当例が馬鐸を指向したもの、 つ まり、

系譜が小型 • 無文の馬鐸に求められることが示し う る。 そして集落の場所や位置からは後述するよ う に大室古墳

群との関連性が指摘される田中沖遺跡との有機的繋がりが予想され、 馬鐸との接点はその辺りに求めることが可

能であろ う 。

註

1 ) 千野浩ほか 1993 『浅川 扇状地遺跡群 本村東沖遺跡j 長野市教育委員 会
青木和 明 ほ か 1986 『浅川 扇状地遺跡群一牟礼バイ パス B · C · D ・ 地点ー」 長野市教育委員会

3 ) 田 中 裕 1 992 「初期の鈴に つ い て 」 『史跡 森将軍塚古墳j 更埴市教育委員 会
4 ) 松尾 昌彦 1988 「 !lI 4 (3)馬具」 「長野県史』 全一巻（四）遺構 ・ 遺物
5 ) 塩入 秀敏 1 994 「長野県の 馬具副葬古墳に つ い て 」 『長野県考古学会誌j 74 

3 集落の展開 と 周 辺遺跡 と の相関関係

前節 までに報告したよ う に 、 竪穴住居 は古墳時代1 1 軒、 奈良時代 1 軒 、 平安時代 2 軒となり、 ム ラ として把握

されるのは古墳時代後期のみであることかわかる。
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古墳時代竪穴住居 群は10軒以上にお よ ぶが、 出土土器 からは長期にお よ ぶ集落というよ りは短期間に形成 さ れ

たム ラ の姿とみることができる。 切り合いが少なく 、 個々 の住居 が一定の間隔をおいて位置するということもこ

うした背景があってのことであ ろ う。 また、 前代の遺構や遺物の存在も認められず、 人的活動が該期 よ り開始 さ

れた こ とも明 らかである。 古墳時代後期に至って開発の手が延びた地域と認識でき よ う。

古墳時代後期には、 調査対象地全面 に遺構の分布を確認する こ とができる。 A·B両地区で確認した氾濫原以

南にほとん ど切り合い関係を有 さ ずに点在して分布している。 遺構間には多く の場合、 一定の空閑地が存在し、

群馬県黒峰遺跡や中筋遺跡の事例を参照にするならば、 屋敷地が広がっていた可能性が考えられるが、 関連遺構

（柵等） は見出 さ れていない。

奈良時代遺構群は C区中央付近 に固 まっており、 調査区内で大きく 展開する様相はみられない。 隣接する田牧

居帰遺跡Wこおいても、 溝（土坑）跡 1 条が確認 さ れているにす ぎず、 現段階で該期集落の展開を予測すること

は難しい。

平安時代は溝群がその主体を 占 めるものとみられるが、 近接して位置する田牧居帰遺跡に集落の存在が認めら

れ 、 当地点における平安時代遺構の展開は田牧居 掃遺跡に主体があったこ と が理解 さ れる。 多数の溝跡のあり方

は当地点における該期遺構の状況と類似し、 同一集落の可能性すら想起 さ れる。 広義に捉えた場合、 当地点の平

安時代遺構群は田牧居帰遺跡の西端を示しているということもでき よ う。

周辺遺跡との関連性であるが、 奈良 • 平安時代には隣接する田牧居帰遺跡において遺構の存在が認められ、 瓦

塔や陶硯を含む遺物の出土があるな ど 、 特に平安時代においては仏教関連等、 一 般庶民の生活域とは様相を異に

した点が指摘 さ れている。 前記した よ うに、 奈良 • 平安時代は田牧居帰遺跡との関連性を無視することはできず 、

同一遺跡の範囲にあるものと考えておきたい。
一方、 人的活動が初めて見られる古墳時代後期は、 川中島扇状地端部に位置する田中沖遺跡との相互関係が想

定 さ れる。 田中沖遺跡はこれ までに 3 次に及ぶ調査が実施 さ れている2)が、 古墳時代中期後半代以降集落形成が

活発化する。 調査成果が報告 さ れている 1 次 . 2 次調査では60軒にお よ ぶ竪 穴住居 が確認 さ れ、 切り合いも激し

〈、 極めて密集度の高い集落遺跡として注意 さ れる。

集落の存続期間は当遺跡に比して長いものと考えられるが、 多く の遺構が認められるピークは当遺跡と重なる

ものとみられる。 そして、 田中沖遺跡が位置する微高地は狭長な形態とみられ、 居 住域の拡大は近 在する別の微

高地への移動が余儀なく さ れた可能性を考えあわせると、 拠点集落における集落域拡大の結果か当遺跡形成の背

景として想起 さ れ よ う。 こ こ には拠点集落と周囲に形成 さ れる小規模集落といった関係性が考えられ 、 一連の遺

跡群としての把握が可能とな ろ う。 さ らに、 こうした事象は古墳時代後期後半代における群集墳の爆発的な築造

とも対応するとみられ、 大室古墳群をは じめとする後期群集墳との関連性も見えて こ よ う3)。 こうした点に関し

て、 田中沖遺跡をも包括した遺構展開の分析が必要と考えられるが、 3 次調査が継続中の現在、 早急な結論は控

え、 見通しをもって調査の まとめとしたい。

註
1 ) 矢 口 忠良 1993 「 田牧居帰遺跡』 長 野市教育委員会
2 ) 矢 口 忠良 1980 · 1991 『 田 中沖遺跡』 ・ ［田 中沖遺跡 II 』 長野市教育委員会

長野市埋蔵文化財セ ン タ ー 1995 · 1996 「 田 中沖遺跡」 『所報』 No. 6 No. 7 
3 ) 大室古墳群 を 築造 し た集 団の居住地は こ れ ま で明 ら か に な っ て い な い。 千 曲 川 の 旧 流路 を 考慮す る と 、 古墳群周 辺 に 想

定 さ れ る 居住域は極め て狭い。 す る と 、 千曲川対岸の 川 中 島扇状地が候補地の一つ と な り 、 田 中 沖遺跡の調査成果は重要
と な る 。 た だ し 、 500基 を 越 え る 古墳群の形成に は 、 単一の集落のみが関わ っ た と は 考 え ら れず、 複数の集落、 集団の存在
が予想 さ れ る 。
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